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　「
教
育
の
原
点
が
こ
こ
に
あ
る
」。
会
場
の
最
前
席
、
隣

の
席
の
会
田
長
栄
さ
ん
が
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。

　
10
月
25
日
、
本
年
度
の
日
退
教
「
沖
縄
・
東
日
本
大
震

災
カ
ン
パ
」
を
手
渡
し
に
、
福
島
朝
鮮
初
中
級
学
校
を

住
谷
圭
造
福
島
退
教
協
会
長
と
訪
問
し
ま
し

た
。
こ
の
日
、
学
校
は
文
化
祭
、
子
ど
も
た

ち
は
生
き
生
き
と
民
族
舞
踊
、
歌
な
ど
を
保

護
者
の
詰
め
か
け
る
中
で
披
露
し
て
く
れ
ま

し
た
。
け
れ
ど
も
大
震
災
・
原
発
事
故
の
前

は
1
3
0
人
い
た
子
ど
も
た
ち
は
今
や
15
名
。

原
発
事
故
直
後
は
、
放
射
能
禍
を
免
れ
る
た

め
に
新
潟
県
に
学
校
ご
と
避
難
し
、
今
も
そ

の
傷
跡
は
大
き
い
の
で
す
。

　
日
退
教
カ
ン
パ
は
、
具
永
泰
校
長
に
西
澤
会

長
が
手
渡
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
福
島
県
教

組
・
退
教
、
商
工
会
議
所
、
地
元
有
志
、
演

技
披
露
で
参
加
し
た
東
京
金
剛
山
歌
舞
団
な

ど
が
そ
れ
ぞ
れ
カ
ン
パ
を
手
交
。
福
島
退
教

協
を
中
心
と
し
た
県
全
体
の
連
帯
の
大
き
な

輪
を
感
じ
さ
せ
る
場
面
で
し
た
。
校
長
さ
ん

か
ら
は
、
日
退
教
会
員
に
丁
重
な
お
礼
と
今

後
の
い
っ
そ
う
の
連
帯
を
要
請
さ
れ
ま
し
た
。

加
藤
日
教
組
委

員
長
は
、
苦
し
ん

で
い
る
子
ど
も
た

ち
に
熱
い
思
い
を

届
け
た
い
、
敗
戦

70
年
の
今
年
、
2

つ
の
覚
悟
を
確
認

し
た
い
と
し
、
1

つ
に
70
年
前
の
同

じ
過
ち
を
繰
り
返

し
て
は
な
ら
な

い
、
2
つ
に
阪
神

淡
路
・
東
日
本
大

震
災
そ
し
て
原
発

事
故
の
時
、
ど
う

い
う
覚
悟
を
し
た
の
か
、
も

う
一
度
確
認
し
た
い
。
子
ど

も
に
教
育
は
必
要
だ
と
い
う

マ
ラ
ラ
さ
ん
の
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
は
、
私
た
ち
を
励
ま
し

て
く
れ
た
。
歴
史
の
傍
観
者

で
い
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
、

国
民
の
声
が
弱
ま
っ
て
い
る

今
、
私
た
ち
は
、
自
分
た
ち

の
想
い
を
強
く
訴
え
て
い
き

た
い
、
と
年
頭
の
挨
拶
を
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
神
本
み

え
子
民
主
党
副
代
表
、
吉
田

忠
智
社
民
党
党
首
た
ち
が
挨

拶
を
し
ま
し
た
。
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福島朝鮮初中級学校へ
日退教カンパ贈呈

具永泰校長と西澤清会長

日教組加藤委員長

15名全員で歌う子どもたち

日退教ホームページ
「日退教」と漢字で入力するだけで簡単に検索
できます。
各単会の機関紙・ニュースも掲載していますので、
発行したら日退教に1部郵送して下さい。

連帯カンパのお願い
2月末の期限が近づいてきましたので、 
至急お願いします。
なお、集約上、遅れる場合は
その旨連絡をして下さい。

日教組　新春の集い
1月8日開催
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昨
年
11
月
12
日
の
男
女
共
生
委
員
会
で
は
、
小
林
わ
か

ば
さ
ん
（「
憲
法
」
を
愛
す
る
女
性
ネ
ッ
ト
）
を
講
師
に
お

招
き
し
、
学
習
会
を
行
っ
た
。
小
林
さ
ん
は
社
民
党
の
政
策

審
議
会
事
務
局
次
長
と
し
て
ご
活
躍
で
、
国
会
で
の
生
々
し

い
議
員
の
発
言
な
ど
も
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

女
性
の
活
躍
3
法
案
と
は
、「
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け

る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
」「
女
性
が
活
躍
で
き
る

社
会
環
境
の
整
備
の
総
合
的
か
つ
集
中
的
な
推
進
に
関
す
る

法
律
案
」「
女
性
の
健
康
の
包
括
的
支
援
に
関
す
る
法
律
案
」

で
あ
る
。

「
女
性
の
活
躍
」
と
い
う
言
葉
が
踊
っ
て
い
る
の
で
、
安

倍
政
権
は
女
性
の
味
方
か
、
と
勘
違
い
し
そ
う
で
あ
る
が
、

そ
う
で
は
な
い
。
社
会
政
策
で
あ
る
「
女
性
の
活
躍
」
を
成

長
戦
略
と
い
う
経
済
政
策
と
し
て

扱
っ
て
い
る
こ
と
で
そ
の
本
質
が
読

み
取
れ
る
。
目
的
は
、「
女
性
の
職

業
生
活
に
お
け
る
活
躍
」
で
「
労
働

に
お
け
る
男
女
平
等
」
で
は
な
い
。

従
来
の
性
別
役
割
（
家
事
、
子
育
て
、

介
護
、
地
域
活
動
な
ど
）
は
維
持
し

た
ま
ま
、
そ
の
上
で
職
業
生
活
の
活

躍
を
推
進
し
よ
う
と
い
う
も
の
。
小

林
さ
ん
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
女
性

を
使
い
回
し
、
使
い
倒
す
」
と
い
う

こ
と
。

「
女
性
の
健
康
」
に
関
す
る
法
案

も
、
少
子
化
対
策
、
医
療
費
・
介
護

費
用
の
削
減
が
目
的
で
、
出
産
・
育

児
・
仕
事
・
家
事
・
介
護
の
担
い
手

と
な
る
女
性
の
健
康
対
策
と
い
う
面

が
読
み
取
れ
る
。

3
法
案
は
、
自
民
党
の
憲
法
改

正
草
案
（
24
条
「
家
族
の
助
け
合
い

連
合
は
12
月
5
日
、
都
内
で
標

記
の
集
会
を
持
ち
ま
し
た
。

古
賀
会
長
は
、
円
安
・
株
高
で

持
て
る
者
の
一
部
は
富
を
得
て
い
る

が
、
実
質
賃
金
は
16
カ
月
連
続
で
下

が
っ
て
い
る
。
格
差
は
拡
大
し
、
預

金
な
し
の
人
は
28
％
に
な
っ
て
い
る
。

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
政
策
へ
転
換
す
べ

き
だ
と
訴
え
ま
し
た
。

総
務
省
「
労
働
力
調
査
」
に
よ

る
と
、
非
正
規
雇
用
者
数
は
、
こ
の

30
年
間
に
増
え
続
け
、
今
や
4
割
弱

を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
生
涯

賃
金
の
差
は
生
涯
賃
金
で
男
性
の
場

合
は
お
よ
そ
1
億
円
、
女
性
の
場
合

は
6
8
0
0
万
円
も
正
社
員
よ
り
も

下
回
り
、
格
差
社
会
の
大
き
な
要
因

に
な
っ
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
人
経
済
学
者
ト
マ
・

ピ
ケ
テ
ィ
の
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
21

世
紀
の
資
本
主
義
」
で
は
、
株
や
不

動
産
な
ど
資
本
家
ら
が
投
資
に
よ
っ

て
得
る
収
益
率
の
方
が
、
国
民
所
得

の
上
昇
率
よ
り
も
増
え
、
格
差
が
拡

大
す
る
と
分
析
し
、
格
差
を
拡
大
を

食
い
止
め
る
に
は
世
界
規
模
で
所
得

と
資
産
に
累
進
課
税
を
か
け
る
こ
と

が
必
要
と
説
い
て
い
る
。

折
か
ら
、
厚
労
省
は
1
月
16
日
、

労
働
時
間
で
は
な
く
成
果
で
評
価
す

る
「
残
業
代
ゼ
ロ
」
制
度
の
報
告
書

骨
子
案
を
労
働
政
策
審
議
会
分
科
会

に
示
し
た
。

「
残
業
ゼ
ロ
よ
り
、
過
労
死
ゼ
ロ
」

の
ア
ピ
ー
ル
を
各
地
の
方
言
で
は
、

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

青�

森
：
の
れ
そ
れ
が
っ
ぱ
働
い
で
も
、

残
業
代
ね
！
過
労
死
す
！
そ
っ
た

ご
と
マ
イ
ネ
！

山�

形
：
ほ
だ
な
ル
ー
ル
で
ダ
メ
だ
べ

ず
ー
！

山�

梨
：
コ
ピ
ッ
と
し
た
ル
ー
ル
を
か

え
ち
ょ
し
！

石�

川
：
労
働
法
制
改
悪

は
、
だ
ち
ゃ
か
ん
ぞ

い
ね
！

京�

都
：
あ
き
ま
へ
ん
、

ゆ
る
し
ま
へ
ん
、
労

働
法
制
改
悪
絶
対
阻

止
！

和�

歌
山
：
が
い
に
働
い

て
残
業
代
で
ろ
（
ゼ

ロ
）
あ
か
ん
で
ぇ
！

島�

根
：
そ
ぎ
ゃ
ん
こ
と

し
た
ら
、
お
こ
う

ぞ
！

高�
知
：
こ
じ
ゃ
ん
ち

怒
っ
ち
ゅ
う
！

沖�
縄
：
が
っ
て
ぃ
ん
な

ら
ん
ど
～
！

義
務
」）
や
社
会
保
障
制
度
改
革

推
進
法
（
自
助
、
家
族
相
互
の
助

け
合
い
）
と
連
動
し
、
女
性
を
性

別
役
割
に
縛
り
つ
け
る
懸
念
が
大

き
い
。
さ
ら
に
、
集
団
的
自
衛
権

で
憲
法
を
骨
抜
き
に
し
よ
う
と
す

る
や
り
口
で
、
3
法
案
で
「
男
女

共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
を
な
し

崩
し
に
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

安
倍
内
閣
の
女
性
大
臣
の
特

徴
は
、「
改
憲
、
国
民
の
人
権
制

限
、
家
父
長
制
を
引
き
ず
る
家
族

観
、
夫
婦
別
姓
選
択
制
反
対
、
性

教
育
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
叩
き
、
男
女

共
同
参
画
社
会
基
本
法
に
否
定
的

…
」言

葉
に
ま
ど
わ
さ
れ
ず
、
本

質
を
見
極
め
、
社
会
を
逆
行
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。

労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
阻
止
！

安倍政権の“女性の活躍”は
本物か？！関連3法案を読む

日
退
教
男
女
共
生
委
員
会
の

学
習
会
報
告

寺
　
井
　
律
　
子

「ストップ　格差社会」のリレー、ゴール

仏週刊新聞社「シャルリ・エブト」が襲撃され、
多数の人が死傷されました。

日本では、世相を反映した川柳や隠れた本音の表
現がありますので、年賀状や新聞報道も含め紹介し
ます。
「アベのミクス」　ミクスとは、混ぜることで、い

ろんな色を混ぜると黒くなる。
黒い政治を表現している。

「アベノリスク」とも言われていたが、総選挙で
大勝し「アベのみクスッ」（笑い）
「積極的　兵は　主義」というのもありました。

庶民の声　本音を批判として
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◆ 

編
集
後
記 

◆

1
月
中
旬
、
都
庁
で
行
わ
れ
た
東
京
高

齢
・
退
職
者
連
合
に
よ
る
「
対
都
要
請
行
動
」

に
参
加
し
た
。
こ
の「
要
請
」は
、
医
療
・
介

護
な
ど
の
諸
課
題
を
テ
ー
マ
に
20
数
年
継
続

し
て
い
る
が
、
こ
こ
3
年
は
介
護
保
険
制
度

の
問
題
を
中
心
に
し
て
い
る
。「
い
つ
、
だ

れ
が
、
ど
の
よ
う
な
」
介
護
の
対
象
に
な
る

か
分
か
ら
な
い
、ま
さ
に
「
明
日
は
我
が
身
」

と
い
う
事
態
に
ど
う
対
応
す
る
か
だ
。

そ
れ
は
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
な
か
、

介
護
保
険
制
度
の
保
険
者
が
区
市
町
村
に

な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
特
に
、
2
0
1
5
年

度
か
ら
の
第
六
期
見
直
し
で
、
要
支
援
事
業

が
各
自
治
体
に
移
行
さ
れ
る
と
い
う
が
、
果

た
し
て
や
り
切
れ
る
の
か
大
き
な
問
題
だ
。

も
し
、
自
治
体
に
よ
っ
て
格
差
が
生
じ
、
あ

る
い
は
サ
ー
ビ
ス
が
個
人
負
担
の
額
に
よ
っ

て
異
な
る
と
な
れ
ば
、「
だ
れ
で
も
、
い
つ

で
も
、ど
こ
で
も
」
平
等
に
受
け
ら
れ
る
「
社

会
保
障
制
度
」
の
基
本
理
念
が
根
本
か
ら
覆

る
こ
と
に
な
る
。

東
京
高
退
連
は
、
介
護
保
険
制
度
発
足

の
翌
年
か
ら
、
都
内
の
自
治
体
に
対
し
、
介

護
保
険
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
テ
ー
マ
を

絞
り
聞
き
取
り
調
査
を
し
て
い
る
。

昨
年
度
は
、
港
、
渋
谷
、
品
川
、
北
、
荒
川
、

江
戸
川
区
と
、
西
東
京
、
三
鷹
、
青
梅
、
八

王
子
市
に
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
こ
で
明
ら

か
に
な
っ
た
問
題
を
絞
り
、
予
め
都
知
事
あ

て
に
要
請
し
、
福
祉
保
健
局
高
齢
社
会
対
策

部
の
介
護
支
援
、
施
設
支
援
、
在
宅
支
援
の

各
課
担
当
者
か
ら
回
答
を
も
ら
う
。
そ
れ
を

精
査
し
て
、
高
退
連
幹
事
と
各
加
盟
単
会
の

参
加
者
が
再
質
問
し
て
回
答
を
聞
き
出
す
の

が
「
要
請
行
動
」
だ
。

今
年
度
は
、こ
れ
以
外
に
都
職
員
の
「
介

護
休
暇
取
得
」
の
実
態
と
、「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
」
の
広
域
連
合
か
ら
各
都

道
府
県
へ
の
移
管
に
か
か
わ
る
件
、「
シ

ル
バ
ー
パ
ス
」
に
関
連
す
る
件
が
加
わ
っ

た
。�

（
し
）

����������������������������������������������������

10
月
23
～
27
日
、
西
安
・

洛
陽
訪
問
が
実
施
さ
れ
た
。

参
加
者
11
名
、
私
は
そ
の
一

員
と
し
て
参
加
し
た
。

西
安
で
は
、
こ
の
地
に
留

学
し
た
阿
倍
仲
麻
呂
の
碑
を

見
学
し
た
。
そ
こ
で
中
日
教

育
者
友
好
記
念
会
の
皆
さ
ん

と
、
短
歌
・
俳
句
吟
詠
会
が

開
催
さ
れ
、
私
は
拙
く
も
次

の
よ
う
に
詠
ん
だ
。

「
隣
人
の
、
離
れ
ら
れ
な

い
、
お
隣
さ
ん
、
知
恵
出
し

合
っ
て
、
仲
良
く
い
こ
う
」

次
い
で
世
界
遺
産
、
秦
の

始
皇
帝
陵
・
兵
馬
俑
を
見
学

し
た
。
そ
の
遺
跡
の
大
き
さ
と
整
然
と

並
ぶ
兵
馬
俑
、
一
人
一
人
が
生
き
て
い

る
が
ご
と
く
の
像
は
、
圧
巻
で
あ
っ
た
。

発
掘
は
ま
だ
道
半
ば
だ
そ
う
で
あ
り
、

今
後
の
進
展
が
楽
し
み
で
あ
る
。

25
日
、
高
速
鉄
道
に
て
洛
陽
に
移
動
。

駅
舎
、
ホ
ー
ム
の
大
き
く
立
派
な
こ
と
、

圧
倒
さ
れ
る
思
い
で
あ
っ
た
。
世
界
遺

産
の
龍
門
石
窟
は
、
山
肌
を
刻
ん
だ
多

く
の
仏
像
が
壮
観
だ
っ
た
。
ま
た
拳
法

で
知
ら
れ
た
世
界
遺
産
少
林
寺
で
は
、

多
く
の
若
い
修
行
僧
が
汗
流
す
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
。

26
日
に
は
イ
ン
ド
よ
り
三
蔵
法
師
が

も
た
ら
し
た
経
典
・
仏
像
を
保
管
し
て

い
る
大
雁
塔
を
見
学
し
た
。

ど
の
世
界
遺
産
・
施
設
も
街
並
み
も

巨
大
で
そ
こ
に
多
く
の
人
が
行
き
交
う

姿
が
あ
っ
た
。
多
数
の
人
、
宗
教
、
人

種
を
国
に
ま
と
め
て
ゆ
く
こ
と
は
大
き

な
困
難
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の

た
め
の
方
途
を
試
行
錯
誤
し
、
前
進
し

て
ゆ
く
こ
と
を
見
守
り
、
何
か
の
役
に

立
て
た
ら
と
思
っ
た
。

現
在
、
日
本
と
中
国
の
間
に
は
領
土

問
題
を
始
め
様
々
な
問
題
が
あ
る
。
そ

れ
で
も
離
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
隣
国

と
し
て
仲
良
く
し
て
ゆ
く
、
知
恵
を
出

し
合
っ
て
お
互
い
を
知
り
合
う
こ
と
こ

そ
重
要
と
思
う
。
私
た
ち
が
学
校
に
勤

め
て
い
た
こ
と
を
思
う
と
、
長
い
目
で

見
て
、
若
い
世
代
の
交
流
・
理
解
が
深

ま
る
方
途
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い

か
と
思
う
。
例
え
ば
高
校
生
が
日
中
平

和
友
好
大
使
と
し
て
相
互
交
流
す
る
こ

と
な
ど
が
、
考
え
ら
れ
て
良
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

中国3大石窟の1つ、すばらしい龍門石窟

第44回日退教総会
2015年  6月9日（火）

第5回役員会
第2回ブロック代表者会議

3月3日（火）14：00

 
日
退
教
第
1
回
東
ア
ジ
ア
海
外
研
修
旅
行

―
交
流
と
3
つ
の
世
界
遺
産
を
巡
る
旅
― 

に
参
加
し
て

第
20
回「
日
退
教
組
織
活
動
交
流
集
会
」10
月
17
日

変わらない位置関係　
　仲良くする知恵を絞りましょう

神
奈
川
高
教
組
シ
ニ
ア
運
動
　
山
際
正
道

　今年は、明成皇后暗殺120年
　日本敗戦70年
　日韓条約締結50年の年です。
それにふさわしい旅行をします。
参加者を募集します。
詳細は次号に掲載予定です。

第2回東アジア海外
研修旅行

10月6日（火）～ 9日（金）3泊4日


